
一認―

'. .}.. (り＞嘉〉吉:[.i叫co濾

'>舌信iJr_(()号'c;1 7,/. co鼠i歩虞'.'qも：てi自•国（叫蒻

_LU 8'�1'if屡凰「'.I10訂[-(0臼年二燿噌戸f

げ干望□1渾目
ゾ

iサ｀早心111似s且I叩。附鼎。別責

訓こ聾和釘廿謬（り蔚嵩：［副芍。。加酋I;• I? 胃i‘叩雷,/.<•l{sGり了'
C,

S2賃？寸＜士COCECfJ履({)

｀切戸屈謀辻←}(' 0'?'1).. ·1出｛い（（蒻贔叫(()

剪OOL繕'=i空咽写シエデホ詞墨『J,」SlhiJC、9心堕I仰士

← }i
。

そパ）2-'l 1;, 翌言中Cり扁枠恥聾ば心鈷叫肌廿誓（了）

三ーむ／ミ←立ふ斗士丑
、
11い心パ

ー
」/,(1中Cr t;,r三!-叶

信-:_;(りシ勺{,0 _l C }l/汀I亨扇［扉(,'Jj'ミ凸祖11亨半怜扁

目言⑮立C信詞/;(い:,v+,t迫ff牝
‘
手1『（団饒と生←ぶ（

c, c:;,'1〗ー�l屯召＞応Cf-4, と(1ば：：l +i :CifylJ呉号絨[

'�l嬰玉亨儡調汀1窪f:/'£{j玉J但:-_;c咽�I\ 

// ,'c_区
二
」（こ<:zj-["-± 'ふが

＼
手1二堪昨隠心刃打嶼

苫斗

° ぐ：〗二

�I ：ゎ四〉啄Cj:V/: [f--4、、=1中（り-?:'C1 <.f亨土廿屑謁

愕盈月1宣韮□む立/,)'「
＼

言t,,·I '/;、コ�ぐ上ード

い言F、q:平］田ぐ,:;(崩信�;ヤ←心（）淵中（りIJi詞国

°亨賃'7認揺嘉珀肖CDどf.):'.ど心いご、[(.f. 

く言叫co"1.:'亨？穿こ'-I-ぃ2-f. 年co滋〕互icoそ上葦

'}).:it恒斤雷(()-ぐ�亨,,,〗tl .rJt抒戸凰叫(()目i』
＼
り賃

J-1甲竺亨詞韻co翠脅〉伍亨IJ1>(, a亨守シ万瓜湯｝（｝

茸こ、C:芯'�叶r淑信玉中（り官悩斗E-1'+I配応屈嚢

歪儲如咀蟷繹訳虞眉睾ギ合�I'こ

。詞'(()均点も1彗（り叫翡闘:=-;,田l」召’
―、

、
：
く叶co7 

、日伊バ［
一

£<叶圃呈l'f恥打i五当'+Iごi厨-一(_/)園

りCり正(j)ゞ二手虚巳(Jfc.\ 

Cこ□=le fc< 寸心ti>--A—・ギ
＇� 公f

0 C, 
? 

守戸�＼乙ーに，•1; /.、clくし\((、'()(クし;(()互汀判罰古f-}(C「JI

斗羞：。月I[ii仙A。履翡げなゴ扇1筵':j:.j71』り土しL'.-c}, ( 

L 

r
〗一 ｛

怜 Oと

3
 

心=i=亨百玉ど一乙t}1'{CO鼠I髯尺ic人口訓軍'+1で

亨召C、内いfl(り濶（］り二° ぞn�〗C)cc(.�ャ了/:;,)厠.'惰1111<

芯c;;.:f
、
こi情C晏況マ〗,/

亡：ぐび喜
叉
印ごHi但/CO樹kfーいco呵2:Ii叶閑

。
そ½)''i認濯わ'1,�i翁口刀7ご

Q亨守点（otこ::::亨,0]ー（
―
-む:-1傷犀清『二忌-い汀虞

‘ら如
‘

露互二(O圃揺:r;パtf-';1亨巧ぅ:,,'1汀喫（り号糾

co月1臼屈口迎贋孔
一

£い
0

そ守貪
―
�(ご・-:'-(�lり召Cむ

□1瞑甚晏YH恥rJー+I詞翠！詞'(1:r二i面鸞「I心(f)

；；9月!Co'�1『フ
。

そc0〗2..1価国］〗2..;:li噌I平！「l暉箪心

川唱日宰
し

り守二叩□ふ耀記切月1(りCS(0 ::;:-

:（4て賃間(f)叫OtT間羞瓢山co月1M

日Si1裏(1C(I亨芯玉勾「IICり融叫］（）（）ご:::;(m9S鱈）叫札

希にI闘I'(m謬腐）「膚計日:i,c::11t'(mz訟Z:)月1詞liL/:l ーソc c;, 手..i 'i' 

虻
ジ

］関万）言碧（叫旦芥(jJ1'i1笛翡'+-)宣I督＼←i、(

醜湖CD迎睾;Ffc;st. I 

「
―ハヽヽ-------、-----…-― --------、---― -------―------―---

ぞ4:;'<; ::[
―

1 
「JI馴匂山巨':'j_享
::'I 

02 Cp豆9
悩目心島t凰卓

O St {}::',itf尋壮源二)C
1W

、
(.五望底屑閉蒻い翡.'C、A

社こ面謙臼渕目(.[)判図且
一

三いり9辟繋



竺 も 勾

い こ [A
、 さ こ 丘 〗 ／ヽ [

J L バ � ] '

\ t r _ ' - /
｝
、

L i

'

{ 4
r � 峨r , � f 戸 [ - 、 ' し 、 [ r { ＼ 月 5

J ‘ ヽ

臼 ― [ 二 � □ 建 J 内 汀 罰 円

心 こ 1
"

｝ [ - C l ] 1 〈

＼  

9

, j ;� a 3
.  

r \ 『 ー

V . ’ \  

]） バ 〗 ご l
‘ " L 戸 りず 7 ] い ， げ 9 1 さ 〈 ， ＿ こ

� 、

[ \ la
l

J
7 こ 7 7い
’ □ 戸 9 1 三 叫 ＼ バ i 竺 二

宜 ＼
2 二 ( [ 悶 喜心 叶 摩 ． 汀\ T � � \ ＼ '

，  

ぐ こ r , ＼
 

I 
r

;
 

?�

[ )

「‘
i 二 言 竺 ’

％ 戸 州 ,· . �
. 

f
, ペ l げ； ＼�
＇ 

ぞ ‘ } / 牛 峠 円
�

ご ご ）

慧 応 嚢 " 9 ヂ ） く ジ 虞 f[ ｛ し 」 i 9ご ぃ 刈 応 ｛ 斗 二 玉 1 : u - , 9 こ

r バ ニ 」 \ ) □ 二 品 預 l ' 料 L L[ 〗 o
9

『 戸 喜 u ' ） へ 工 戸 ぃ 三 し ざ

ご 応 言 ， 苫 四 寧 ih ミ 斤 パ ー ;f t] - 1 f
いk ]j ： 二 □ [ 棗 → い げ

{ [ J , 〕 『 三 丁 内 閤 凸 L い 『 圧 9
3

ー
9 ／

＼
 

（一 ;-
• 

\―
 

, h
ツ } i [ [  

ヽ 児 □ こ 三氾 ぐ } 3N 't t  サ ＼� QL ノ - , （
＼

 

‘’ 又
ヽ

葦 ‘ 予 戸

三 謬 { [ 八） げ 瓜 一 ロ メ ＼ 汀 恰 戸 戸 [ 9 こ i □ � ) [ ＼ パ ]
[

11 ] こ () [ - 、 言

王 い ＼ ふ A9

- �

� r v�
}[ s 〗 r 、 ＼ か ＼ o (＜f) 詞 竺 二 戸 ニ ェ 曰 、 IV 翌 こ □ 〗

言 凸 □ バ ） エ 八）
、

1 ＿ 1 ざ か U 〗 [ 丁 喜 ぃ 二 " 9 ) 6 m � メ

斤 心 こ 吉 》竺 戸

. ‘ ,  / L 王 り I ‘[ 」 る 〈 r 予 fこ □ 9 ▽ 五 ‘ 戸， 差 ⑬ 是 '
]

l

o

翫 字 芦 涅 ‘ て い ＼ い : _ i い 羞 信 二 i こ

'I
I

ヤ

し C
 

V
 

| ' ] ： ご げ i
〗 こ こ 、 ：7 [ 二 ［ 虞 、予 { 9] ｛

キ

'

( [` こ

迂
，

芦 言 五 一 ＼ ー ニ 十 ＼ 〗7

= ,
 

�
 

ふ ；こ 二 ( ) 』 こ 二 圧 戸 5

戸 諮 芯 レ 戸 均 い 誇 [ \ ご 翠 ｛ 惹溶 ぎ こ 叫9 (
]
l

O

二 7  

斤 ， 1 : バ 5 い ― 声 翌琴

| 〈` U 、二 巳 [ f二 い 7) " ～ ご �[ ( い

旧 L ぐ ニ コ 冷 ク 内 哀

一
� '

し
} ） ー＇ ：c メ 心 9 / ) 7
'

f ' （ 雪 芦 ― ｛ ご

( 2 碁 虹 費 苔 l
・ [ 「 [ こ 罰 三 斤 攣 渇 u r 」 ] j ] ， 1 〉 \ 、 テ

| 3 3 ー ，

T ;
＇

[ ） 口 翌 ’ □ - 、 二 丁 予 ニ ― -
f ぴ 舛 1

'

戸
9

「 - IS t こ ／ ，

〕 1 い 虚 戸 } r [` ニ ー ご ご い ） 戸 置 ビ ご' f ] [ 」 i □
\

)

ニ ニ 乃 こ こ 二 [ [ こ 玉

こ 見 牛 ＼ぐ O 「9 /
c 江 口 ; [d
 

[ 、 吟 汀 虚 パ : 伍 ' 〗

i
l
ー ニ ニ̂ [ ] / l
'

= 「 口 ｛ 吐 [̀ ' ] ＼
〗 ぐ 〗 〗
〗 訂 予璽

9

]] 〉 こ ぎ 〗

戸ぅ
’

乃 さ （ い [ ; ※ 尼 是 11 ] 1 A - 5 巳 言 ＿ ご E 」 ハ l し 竺 ; 心 〗 :` 』 ご 二 蒻

’ ’ \ J'ヽ , '， ヵ' ‘  
心） ぐ こ r , r 圧 ＇ 臼 嘉 」 」 二 こ

f 心

, .
, 

c
1 

吋
(

.

J訃 ミ
ー 王

～ ト
c-

、

c-+
 

一 ー
[ dl 厚 ＿ ＋ 了 ' i i ; 一 こ 誓 叶 : i

[
L バ [ f

c
· I 

へ

--
--

、
---

· 

';:
 

�
"

"
 

"
 

f ヽ

8  � り

菟
苓 -

、
= ·

-

- ] 言 区） バ 汀 ’ { ｛泣 岱 ,� ,
 

i ) 曰 言 ベ ー 一

+"
 



クガイソウ

高さ lmくらいに

なり、 葉が茎に輪の

ように9段につく。

花はうす紫色で、 茎

の先に20cmくらいの

穂になって咲く。

クサフジ

野原などの草の上

にはえ、 つるでのび

lmくらいになる。

花は紫色で、 フジに

似ている

ノアザミ

高さは、 60cm,....__, 1 

mくらいで、 葉には
ゞ

とげがあり、 さわる

と痛い。

花は、 赤紫色で茎

の先に咲く。

ノハナショウプ

野原にはえ、 葉の

長さは、 50cmくらい

で細い。 花は赤紫色

で10cmくらいになり

茎の先につく。

ヤナギラン

高さ lm以上にな

り葉の形が、 やなぎ

に似ている。 花は、

赤紫色で茎の頭部に

穂のように咲く。

- 34

②B地点での観察

ヨシの間の、 一直線の木道を歩きます。 木道の

下には水があり、 じめじめしている。

ここは尾瀬沼を歩いているような感じをうける

湿地帯で、 今までと全く異なった植物が見られる

ことに気づかせる。

大きな葉をもった植物の群落があり、 5月の上

旬にはミズバショウと花の形は似ていて茶色をし

ているザゼンソウを見つけることができる。 仏様

が座禅をしているように見えるのでこの名前が付

いた。

また、 木道の両側には、 ヨシの群落がある。

木道の周辺に、 ところどころにモウセンゴケの

群落を見ることができる。 この植物は昆虫を捕ま

えて、 それを養分にして育っていることをわから

せ、 手で軽く触れさせながら昆虫を捕まえる方法

について考えさせ、 スケッチもさせる。

モウセンゴケ

葉の表面には多数

の紅紫色の腺毛が直

生し、 ねばねばする

夏に、 葉のない白小

さな花を咲かせる

※モウセンゴケの他にも根のように見えるところ

に米粒くらい小さな袋をつけて、 この小さな袋

の中に入ったプラン

クトンを養分にし

て育つイヌタヌキ

モがある。



バラギ高原を訪れ、 湖畔を散策する観光客はた

くさんいるが、 その中には植物を観察するだけで

はなく、 採集したり入ってはいけない所に入って

しまう人もいる。

木道の両側には、 ところどころに人が木道から

はずれて足を踏み入れて植物が折れていたり、 植

物がなくなって地肌が見えているところを観察さ

せ、 木道ができる以前は、 この場所はどうなって

いたか考えさせる。また、今まで湿って軟らかかっ

た地面が、 人の足で踏まれることによって固めら

れてしまった所は、 同じ植物はなかなか育たない

ことを理解させる。

いつまでも美しい環境を守るために、 一人ひと

りが植物に対して優しい心をもって接しなければ

ならないことを理解させる。

③F地点での観察

木々の間からバラギ湖を見ながら、 暗い森の道

を歩きます。

（オ）日なたや湿地で生活する植物と日かげで生

活する植物の種類や大きさなどのちがいを

調べよう。

ここでは、 今まで観察してきたひなたや湿地の

植物と違った植物が見られることを、 観察を通し

て確認させる。

※多く見られるのがヤグルマソウという葉の大き

な植物である。 この名前は、 葉の形が瑞午の節句

の時、 鯉のぼりに添える矢車に似ているので名付
令逸

けられた。

④C地点の観察

湖とキャンプ場の間の木道を歩き、 ところどこ

ろに低木がある日当たりの良い場所を観察する。

草原は、 低木やマツのような陽樹が侵入してき

て、 最終的には森林に移行していくものである。

草は木に比べると伸長成長が速いものが多く、

同時に発芽すれば最初の年は草の方が高くなり、

木は草の下で日陰の状態におかれる。 しかし、 草

は年々その地上部が枯れ、 春には地表面からの成

長を繰り返し、 毎年その背丈は変わらないのに反

して木本の植物は前年に伸びた枝に芽がつき、 そ

こから出発するので、 年とともに芽のつく位置は

高くなるわけである。

木の葉の位置が次第に高くなると、 受光量も多

くなるので、 木の成長はいっそう速くなり、 やが

ては草より背丈が 高くなって、 下草をおおうよう

になる。 草は木の陰になっておとろえはじめるの

である。

植物にとって、 生き続けるのにとても大切なも

のは太陽の光であることを考えさせる。 また、 草

と木の大きさを考え、 所々に生えている木がこれ

から何十年も先大きくなることによって、 草原が

どのように変化していくかを予想させる。

（キ）ナノハナに似たハルザキヤマガラシやセイ

ヨウタンポポなど、 外国から日本にやって

きて増えて全国に広がった植物もある。 2

つの植物がバラギ湖周辺にはどのくらいあ

るか。 また、 どの辺りにあるか調べよう。

昔は、 バラギ高原は人もあまり入ることもな

かったが、 最近になって道路が抜け、 観光客も大

勢来るようになった。 それに伴っで帰化植物も増

え始めた。 これらの植物の稲が人の体や自動車な

どによって運ばれてきたものも多くあると考えら

れる
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道路周辺や山の中などで2つの植物を観察し、

どちらの方に多く繁茂しているか調べさせ、 帰化

植物がどのようにしてバラギ高原に入り込んでき

たかを推測させる。

ハルザキヤマガラシ

茎の高さは30,,...___,80

cm。葉面は濃緑色で、

やや厚くて光沢があ

る。

花は、 黄色で十字

形をしている。

明治時代の終わり

頃にヨ ー ロッパから

渡来し、 植物園で栽

培されていたものが増えて全国に広がった。

セイヨウタンポポ

タンポポは何種類

もあるが、 セイヨウ

タンポポはヨ ー ロッ

パから運ばれてきた

ものである。

在来のタンポポと

大きく違うところは

がくがつぼみの所か

ら下方にそり返っ

ている。

《作りの大きな違い》

在来のタンポポ ――-, ,-―- セイヨウタンポポ

5 。 珍しい動物の観察

野外活動センターから北西の方向に東海大学の

研修センター があり、 そこを通過して15分ほど歩

いた所に、 川底が全面岩でできている流れの急な

川がある。 ここは石樋と呼ばれている。

川の水は、 長い間足を入れているのが苦痛にな

るほどの冷たさである。 ズボンをまくっていれば

歩き回れるほどの深さなので、 重装備をしなくて

も安心して水中の生物を観察できる。

川の水はとてもきれいで、 イワナやハコネサン

ショウウオを見つけることもできる。 ハ コネサン

ショウウオは、 手で動かせるほどの大きさの石を

そっと動かすと、 川床に見ることができる。

これは、 カエルと同じ両生類に属し、 成長する

までにエラ呼吸と肺呼吸の両方を経験し、 生涯の

ほとんどを水中で過ごす生物である。

手にとって体の様子などをカエルと比較しなが

ら観察するのもおもしろい。

これは、天然記念物ですのでむやみに殺したり、

家に持ち帰ったりすることは禁止されている。

元気なうちに観察を済ませ、 観察が終わったら

そっと水の中にもどしておかなければならない。

普段、 めったに見ることのできないタヌキ ・ キ

ツネ・ テンなどの小動物も夜中にキャンプ場の中

で見ることができる。 彼らは、 暗闇の中で人が食

ベ残した残飯をあさりに来る。 時々、 餌の奪い合

いをするけんかの声を聞くことができる。 また、

野外活動センター の近くの東海大学研修センター

では、餌付けをしているので研修センター の中か

ら観察することもできます。
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7 0 夏のバラギ湖で見られる主な植物

0たで科 （元嬬恋西中学校長 滝沢 敦男先生調査）

。 オオミゾソバ C イタドリ 。 ヒメスイバ

Oなでしこ科

。フシグロセンノウ

Oきんぽうげ科

・ ヤマオダマキ 。 キバナノヤマオダマキ

・サラシナショウマ 。カラマツソウ

。アキカラマツ ・ シキンカラマツ

・ キンバイソウ

〇おとぎりそう科

。 トモエソウ。 オトギリソウ

Oもうせんごけ科

。モウセンゴケ

Oけし科

。 タケニグサ

〇おみなえし科

• オトコエシ

Oききょう科

。ソバナ ・ ツリガネニンジン

・ ヤマホタルブクロ

Oきく科

。 ヤマノコギリソウ。 ホソバガンクビソウ

。ノアザミ 。 ヨツバヒヨドリ ・ニガナ

。 ヤマニガナ 。 メタカラコウ 。 コウゾリナ

。 ミヤコアザミ 。 コウリンカ 。 タムラソウ

。 アキノキリンソウ 。 ヒメジョオン

〇ゆり科

。ネバリノギラン 。 ウバユリ e クルマユリ

。コバノギボウシ 。 コオニユリ

。 ナルコユリ 。 オオバタケシマラン

〇あやめ科

。ノハナショウブ

Oらん科

。 ササバノギラン 。 クモキリソウ

。 ミズチドリ

0たぬきも科

。イメタヌキモ

Oすいかずら科

。カンボク

Oべんけいそう科

・ ホソバノキリンソウ

〇ゆきのした科

。チダケサシ ・ アカショウマ

。ノリウツギ・ ヤグルマソウ

Oばら科

・ キンミズヒキ 。 ケナシオニシモツケ

・ダイコンソウ ・ミツモトソウ

。 カラフトイバラ ・ノイバラ ・ワレモコウ

0まめ科

。 タチオランダゲンゲ ・ クサフジ

・ ムラサキツメクサ

Oふうろそう科

・ タチフウロ ・ゲンノショウコ

・ハクサンフウロ

Oつりふねそう科

。 キツリフネ ・ツリフネソウ

Oにしきぎ科

。 クロズル

〇あかばな科

。 ヤナギラン 。 アレチマツヨイグサ

Oせり科

• ノダケ ・アマニュ ・ シシウド

。 オオバセンキュウ ・ シラネセンキュウ

。ドクゼリ e ヤブジラミ

Oさくらそう科

。 オカトラノオ 。 コナスヒ
‘

。 クサレダマ

〇あかね科

。 ヤエムグラ 。 ホソバヨツムグラ

。 オククルマムグラ 。 エゾノカワラマツバ

0しそ科

。 ヒメシロネ 。エゾシロネ 。ウツボグサ

もイブキジャコウソウ

0ごまのはぐさ科

。 クガイソウ

参考文献 ばらぎの里の花たち（嬬恋村役場）
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群馬の理科ものがたり（日本標準）

原色日本帰化植物図鑑（保育社）

草原の生態（共立出版）




